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Data on the tsunami caused by the 2024 Noto Peninsula earthquake obtained at the Marine Training and Research 

Center, National Institute of Technology, Toyama College, are published in this short report. Changes in sea-surface 

height were observed. These changes were confirmed to be consistent with images of a security camera.  
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１．緒言 

 令和 6 年 1 月 1 日 16 時 10 分に石川県能登地方を

震央として発生したマグニチュード 7.6 の地震により、

富山県では津波警報が発令され、実際に津波が観測

された(1)。 

富山高等専門学校臨海実習場は富山高等専門学

校射水キャンパスの西方 3 km の富山新港（伏木富山

新港新港地区）東端の北陸電力富山新港火力発電

所の隣に位置し、基礎的な気象海象データとして潮

位計による潮位計測、風向風速計測などを継続的に

実施している。地震発生当日も潮位を計測していたこ

とから、地震発生後の津波到達による海面高さの変動

が記録されていた。 

 本稿では、この変動データと臨海実習場に設置した

防犯カメラで記録されていた海面変動の画像から、富

山新港東端における津波到達の様子をまとめて報告

する。 

２．潮位計により観測された海面高さ変動のデータ 

富山高等専門学校臨海実習場は、練習船若潮丸

をはじめ、各種の小型舟艇、カッター、その他の実習

設備などを備え、主に商船学科の学生が実習を行っ

ている。また、基礎的なデータとして、気象・海象デー

タの継続的な計測を実施している。この中には、潮位

計による海面高さの計測(2)が含まれる。臨海実習場の

富山新港に面した岸壁に設けられた検潮観測室（36ﾟ

45.65'N, 137ﾟ7.88'E）の室内で、水晶式水位計（明星

電気 QWP-6-502D；観測精度は波高の0.02%）の水

圧センサを、水深10 m の地点で水面下約3 mに設置

(懸垂)して、1秒毎の観測を行っている。検潮観測室

および後述のポンドの位置関係(3)をFig. 1に示す。本

節では、この潮位計の地震発生後のデータについて

述べる。 
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Fig. 1 Layout of Marine Training and Research Center. 

 

地震発生当日の地震前の 15 時 30 分から 24 時ま

での潮位計のデータを Fig. 2 に示す。以下の図で、横

軸は時刻、縦軸は後に述べる津波到達時の海面高さ

を 0 とした相対的な海面高さである。また、地震発生直

後の部分を拡大して Fig. 3 に黒プロットで示す。地震

発生直後の部分について詳細に検討するため、隣接

平均 10 点のスムージング処理を行い（Fig. 3 の青プロ

ット）、これらのデータをもとに、地震発生に伴う海面変

動（Fig. 3 の Earthquake）、引き波であった第 1 波の到

達時刻（ToA）、第 1 波から第 3 波の極大極小の時刻、

および海面高さを読み取った。 

16:09:38 から 16:09:48 にかけて、最大±0.4 m 程度

の海面の急激な振動が見られた（Fig. 3 黒プロット）。こ

れは、地震発生に伴う海面変動と考えられる。気象庁

が公開している強震観測データ／令和 6 年（2024 年）

１月１日 16 時 10 分 石川県能登地方の地震(4)による

と、震源時刻は 16:10:22.5、臨海実習場に近い観測点

の 高 岡 市 伏 木 、 射 水 市 加 茂 中 部 で は そ れ ぞ れ

16:10:50 頃、16:11:00 頃に最大の震度を観測している。

これらのことから、この時の潮位計の時計は 60 秒程度

進んでいたと推測される。本節の時刻は全て潮位計

の時刻を記しているが、この進みに注意が必要である。 

その後、16:19:36 にスムージングしたデータが低下

をはじめている。この 16:19:36 の海面高さを本節の海

面高さの基準として、相対的な高さを議論する。これ

は引き波の津波の第 1 波と考えられる。つまり、地震発

生に伴う海面振動から 10 分程度で第 1 波が到達して

いると見なせる。第 1 波の極小は 16:23:13 に観測され、

到達時刻の 16:19:36 に比べて-0.42 ｍであった。到達

から極小にいたるまでの所要時間はおおむね 3 分 30

秒程度であった。 

 その後、16:26:04 頃、地震発生時の潮位にほぼ戻り、

16:34:08 頃まではほぼ一定の潮位を示した。16:34:08

頃、寄せ波の第 1 波が到達したと見られ、16:41:04 に

極大を示した。到達時刻に比べて+1.09 m であり、これ

がこのデータシリーズで最大の海面高さの差であった。

以下は、潮位は落ち着くことなく振動を続けた。 

  

 

Fig. 2 Sea-surface-height difference on January 1st, 2024. 

The data were measured at 36 ﾟ 45.65’N, 137 ﾟ 7.88'E. 

 

 

Fig. 3 Enlarged view at right after the earthquake. 

 

極大、極小ともはじめから 3 波目までは周期的な挙

動を示しているように見えるため、極大・極小の時刻と
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海面高さを調べ、Table 1 にまとめた。ピーク間の時間

は、1643 s から 1892 s の間にあり、おおむね 30 分程

度の周期で到達していることが読み取れる。 

 

Table 1 Precise data obtained from Fig. 2 

 

 

 その後は、比較的複雑な波形となり、徐々に減衰し

ていった。しかし、翌々日 1 月 3 日の 24 時になっても

高さが 0.1 m 以下ではあるものの 30 分程度周期の振

動は続いた。1 月 2 日、3 日の潮位計のデータを Fig. 

4 と 5 に示す。 

 

 

Fig. 4 Sea-surface-height difference on January 2nd, 

2024. The scale of the vertical axis is different from that 

in Figs. 1 and 2.  

 

 

Fig. 5 Sea-surface-height difference on January 3rd, 2024. 

３．防犯カメラに記録された画像 

 臨海実習場に設置された防犯カメラ（Panasonic ディ

スクレコーダーWJ-NU101、およびカメラ WV-S65340-

Z4K）にも津波の様子が記録されていた。カメラが記録

している画像は、潮位計が設置されている場所とは異

なり、富山新港から掘り込んだ実習場のポンドの様子

を撮影したものである。Table 1 にまとめた時刻のうち、

Time of arrival 、 1st minimum 、 1st maximum 、 2nd 

minimum の時点の画像をそれぞれ Fig. 6 から 9 に示

す。前述したように、潮位計の時計は 60 秒程度進ん

でいるものと推測されるが、それにもかかわらず、Table 

1 にまとめた時刻と対応する時刻のカメラ画像は、海面

高さの極大・極小とほぼ対応していた。防犯カメラ自体

の時計の誤差や観測・記録している場所の相違など

が原因と考えられる。 

 Table 1 と比較してわかる通り、1st maximum が最高の

高さを持っているが、Fig. 8 で示した画像では、ポンド

の海水があふれている。一方、最低の高さであった 2nd 

minimum では、対応する Fig. 9 の画像はポンド内の

水面がかなり下がっていることが見て取れる。このよう

に、潮位計のデータによる水面の上下は防犯カメラの

画像でも確認できた。 

  

Time
Peak to peak

time [s]
Heigt [m]

Height

Difference [m]

Earthquake 16:09:38 - - -

Time of arrival 16:19:36 - 2.93 -

1st minimum 16:23:13 - 2.51 -0.42

1st maximum 16:41:04 - 4.02 1.09

2nd minimum 16:54:45 1892 1.88 -1.06

2nd maximum 17:08:27 1643 3.64 0.70

3rd minimum 17:25:13 1828 2.18 -0.75

3rd maximum 17:39:22 1855 3.53 0.59
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Fig. 6 Camera image at time of arrival. 

 

 

Fig. 7 Camera image at 1st minimum. 

 

 

Fig. 8 Camera image at 1st maximum. 

 

 

Fig. 9 Camera image at 2nd minimum. 

 

 

 

４．結言 

 富山高等専門学校臨海実習場で観測された津波に

関連する潮位計のデータ、防犯カメラの画像を報告し

た。この報告が関係各位の防災対策等に活用される

ことを期待している。なお、より詳細なデータが必要な

場合は、本校に問い合わせされたい。 
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